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第２回文化祭実行委員会開催 
 １０月２６日第２回文化祭実行委員会が開催され、 

１１月５日の開催に向けて最後の打合せが行われた。 

 大筋では昨年とほぼ同じですが、石ころアート、 

押し花絵など新しい展示もある。また、老人作品も 

昨年より多く出品される。芸能部門も大正琴や各区 

代表のカラオケなど出演者は張り切っている。 

 多数の来場をお待ちしています。 

まちづくり委員会日本大学祭へ 
 山橋まちづくり委員会は、１０月２８日・２９日 

と神奈川県藤沢市で行われた日本大学生物資源科学 

部の大学祭へ、石ころ多と大平周一産業おこし部会 

長・小豆畑重夫事務局長など４人のスタッフが参加 

した。山橋・石川町産の農産物を販売し来場者から 

好評を得た。 また大学でもすっかり有名になった 

「石ころ多」も参加し、山橋地区のブース前は大賑 

わいとなった。 

添田勝美まちづくり委員 
長は棚倉へ 

  また２９日は別働隊として委員 

長他５名は棚倉のご当地キャラ祭 

りに参加してきた。 

 当日は朝から台風２２号の影響 

で人の入りもかなり少なかった。 

11月の主な行事 

日 曜 行 事 予 定 備考 日 曜 行 事 予 定 備考 

5 日 文化祭 自治ｾﾝﾀｰ 15 水 ふれあい広場 自治ｾﾝﾀｰ 

9 木 ＰＣ教室 22日 自治ｾﾝﾀｰ 16 木 健寿大学 自治ｾﾝﾀｰ 

10 金 菊花愛好会移動研修 弥彦 25 土 ゆるきゃらサミット 羽生 

10 金 ふれあい事前会議 自治ｾﾝﾀｰ     
 

 

山橋地区自治協議会設立説明会開催 
 山橋地区自治協議会設立に向けての、各地区説明会が新区 

長・副区長対象に７月１５日行われた。その後各区毎に全区 

民対象に、板橋９月１７日、北山形９月２９日、山形１０月 

１３日、南山形１０月１５日に行われ、設立に向けて大きく 

前進した。今後設立準備委員会で、規約・組織図等細部に亘っ

て検討がおこなわれる。 

石ころ多・スタッフと日大教授・学生 

 



文化祭の作品作り 
 山橋ふれあい広場第４班(鈴木誠治班長)は 

１８日利用者・ボランティア等３５名の参加 

で、１０月の行事を開催した。今月は文化祭 

に向けての作品作りで、ぶどう・梨・リンゴ 

等の秋の果物を切紙で作成した。 

 今までの活動の写真パネルと一緒に展示し 

ますので皆さん見に来てね！ 

 今月の誕生日は十文字クニさんでした。 

９１歳でますます元気です。               作品の前で利用者さん達 

健寿大学で角田宇宙センターへ 
 健寿大学（高原栄紹委員長）は２１日に宮城県 

方面に２０名の参加で視察研修を行った。 

角田市にあるＪＸＡの宇宙センターでロケット 

の仕組み等の説明をうけた。ロケット打上のビ 

デオを見たり、人工衛星の働き等について学ん 

だ。 その後、石川町とゆかりのある長泉寺 

を訪れ住職から、修行の場である座禅堂やお庭 

やお寺の内部等を案内して頂いた。 

  研修室でロケットの話を聞く参加者          午後は竹駒神社を参拝した。 

五色沼へハイキング 
 山橋自治センター企画推進員 

（橋本勝茂委員長）は２９年度の 

事業として、山橋地区民による五 

色沼ハイキングを企画した。 

 １０月２４日３５名の参加で、 

毘沙門沼から桧原湖畔の裏磐梯高 

原駅までの３．６㎞を約１時間半 

かけて散策した。前日までは台風の影響で大雨だったが、当日は台風 

一過で良い天候に恵まれた。紅葉も見ごろで参加者は思い思いに散策 

し紅葉と沼の色彩を楽しんでいた。 

午後は多少時間があったので桧原湖を 

一周したが、初めての人が多く歓声を上げ 

ながら桧原湖と磐梯山の景色を楽しんで 

いた。また、裏磐梯スキー場まで登って、 

磐梯山の噴火のあとを真近に眺めて来た。 

 帰りは「道の駅ばんだい」で休憩し、 

楽しい１日を過ごした。 
 

  

石川町産業交流祭開催 
 石川町産業交流祭が２２日母畑レークサイドで開催さ

れた。山橋自治センターはまちづくり委員会が石ころ多 

グッズ関係、山形クラブが焼きソバ、農家レストランや 

いこばあちゃんが大福、牛丼、ケーキ等を販売した。 

 当日は台風の影響もあり、朝から雨模様であったため 

お客様の出が昨年と比較して半数にも満たなかった。 

出店にご協力の方々御苦労さまでした。 

参加者第１班 

参加者第２班 


